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CO ORATE　OBJECTlVES
ては・利益とか市場占有率だけを考慮するのではなく，倫理的中核価値である自然環境
への配慮や従業員の人間性への配慮も，充分考慮する必要がある。そして，それが考慮
されているか否かモニターすることも重要である。著者たちは，この並行計圃が実行さ
れるためには・オープンであることの重要性を指摘する。著者たちは，「オープンであ
ることと倫理は，一緒のものである一・・ある行動は，それが精査に耐えられなければ，
反倫理的である」というある経営者の言葉を引用している。なお，本章には，あるメー
カーのマーケティング・マネジャーの倫理性に関するケースがついている。
　本章では，また，例えば，マクドナルド社が児童病院の近所に看護などのために家族
が滞在できる宿泊施設を経営する事例が紹介されているが，企業の倫理的プロフィルは，
そうした社会的に貢献できるピジネス機会の開発によっても改善できることが示されて
いる。
要するに本章では，企業戦略の設定や遂行過程において，企業倫理が，同時に考慮さ
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れるぺきことを豊富な事例で主張している。
w
　第6章は，並行計画の遂行方法を述べる。まず，企業のSWOTをなさねばならない。
これは，企業のS（stren蝕），W（weakness），O（opport㎜ity）およびT（threat）
を綿密に分析することである。そのさい，SはWにもなる場合がある。例えば強い一
体感をもつ企業は，いざ不況になってレイオフをするときに，簡単には従業員をレイオ
フできない状況に陥りがちであり，戦略の柔軟性が弱められる。
　著者は，並行計画過程における活動のステップ・バイ・ステップのフローを以下のよ
うに明確にする。
　1．企業の脅威（T）もしくは機会（O）を明確にする。
　2．基本的戦略案（複数）を策定する。
　3．各丁とOに対する戦略にとって重要なS，Wおよびその他の事項をリストアップ
　　し，評価づけをする。
　4．先の第三段階で，新しい代替戦略が浮上したならば，第三段階をその新しい代替
　　案のためにもう一度くり返す。
　5．各代替案の企業目的アウトプットと環境アウトプツトをリストアップし，評価づ
　　けを行う。
　6．先の第5段階で，新しい戦略案が浮上したならば，その戦略案に対して，第3段
　　階から第5段階までをくり返す。
　7．すべての代替案のアウトプット分析の結果を組織の使命および倫理プロフィルと
　　対照させる。
　8．ひとつの戦略を選択する。もしくは
　9．他の代替案をさらに探す，もしくは企業の使命／倫理プロフィルを調整し，もし
　　必要ならば第2段階から第8段階までくり返す。
　著著たちは，この分析のステップをバンクーオブ・アメリカのエイズに羅った従業員
に対する対応策の設定プロセスにあてはめて，具体的に説明する。かれらを無条件に解
雇することは，倫理的ではないということで，配置変えその他の処置案を検討し，とに
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かく，その従業員たちを雇用しておくことが倫理的であると結論づけられた。つまり，
充分な伝染予防対策をなしたうえで，解雇しないことにより，企業はその倫理プロフィ
ルを向上させ，また，企業目的アウトプットおよび企業環境アウトプットを倫理的に実
現できる。
　本章は，前章で概念的に示された並行計画の具体化のステップを明示している。企業
内におけるエイズやドラッグ，アルコール問題は，少数民族雇用・昇進の問題と並んで，
アメリカの企業が直面する倫理的課題であ糺こうした主観的判断が入りやすい問題を，
企業目的をそこなうことなく，解決するためには，並行計画が重要であることは，認識
できる。
　第7章では，何故，人々が反倫理的行為に走るかを検討し，それを統制する方法が示
される。要するに，充分に恩慮する時周がなかった，同僚に圧力をかけられたりなどし
て，反倫理的行動が生じる。それを防ぐためには，著者たちは，正しい行動を助長，制
度化するたあに，従業員の社会化が必要であるとする。著者たちは，I　B　MやP＆Gな
どを調査したR、パスカルによる従業員の社会化のステップを引用して，企業を倫理化
するさいの従業員教育の重要性を指摘する。例えば，新規採用のさいには，侯補者選考
を厳密に行うこと，また企業内の業績評価のさい，その従業員の倫理性も考慮すること
などが指摘される。
　さらに著者たちは，企業の倫理方針をいかに従業員にコミュニケートするか，また倫
理監査をどう行うかについて簡単に説明する。コミュニケーションの方法は，従業員に
倫理教育をなしたり，倫理コードを配布し，そこに，倫理的な悩みがある場含，相談す
る部署を明記しておくことなどであ孔大事なことは企業がオープン・ドア・ポリシー
をとり，倫理問題を上司などと話しあえる環境をつくることである。
　また，倫理監査では，その監査基準として，すでに説明した義務論，功利主義，ある
いは徳の理論のうちのどの立場をとるかが問題となる。薯者たちによれば，普通は，ど
の立場をとっても，同じ結論に達するが，万一不一致が生じた場含には，どの立場の意
思決定が，企業の社会的責任をよくはたせるかを考慮することが決定的となる。アメリ
カでは，企業がP　L訴訟の対象となると巨額な費用が必要となるので，そうした事態に
陥らないためにも，社会的，倫理的責任を重視せねばならない。練習問題では，航空機
のブレーキ製造工場のブレーキ設計さいの実験データの処理をめぐる倫理間題がとり上
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げられる。このケースは，R．ハイルブローナー編，太田哲夫訳『利潤追求の名の下に』
（日本経済新聞社，昭和48年）に収録されている論文「どうして私の良心がとがめるの
かね？」を再録したものである。
　本章は，企業が倫理的意恩決定の重要性を従業員に教育し，それに基づいて，従業員
が行動することの必要性を指摘している。著者たちの説明は，具体的で明快である。例
えば，エイズ問題も，道徳的に複雑な側面をもつが，それを「分解」して，できるだけ
感情をまじえず（客観的に），対処する方法を提示する。
　第8章では，並行計画アプローチの有効性が主張される。しかし，経営戦略と倫理を
結びつける上で重要なことは，1．中核的倫理価値を注意深く，かつ合理的に選択する
こと，2．それらの価値を企業文化に注入すべく努力することである。
　つまり企業文化における倫理的要素を強めることが必要である。そのためには，長期
的に物事を考えること，また悪い行為の露見する可能性が高いことを周知せしめること
など，という現実的なアドバイスも与えられる。
　最後に，結論として著者たちは，1988年にビジネス・ランド・テーブルが発表した有
名なC吻肋E肋伽を引用して，企業が倫理的であらねばならないのは，たんなるイメー
ジ・アップのためでなく，利益獲得のために必要であると述べ乱そして，倫理的行動
と適正利益との間にコンクリクトはないと結論する。その例として，ボーイング社，ジ
ネラル・ミルズ社などの例を指摘する。練習間題は，サンフランシスコのBART鉄道
の内部皆発者の閥題などをとり上げ，その悲劇的結末などを指摘する。
　本章は短く（8頁），主として，いかに企業倫理を向上させることが急務であり，ま
たそのためには，従業員を倫理的に社会化することの必要性が再説されるにすぎない。
V
　以上，本書の概略を紹介した。本書は，ビジネス・スクールの研究者が著した数少な
い企業倫理の著作のひとつであり，宗教学者や哲学者がこれまで発表してきた企業倫理
の研究書とは，若干ニュアンスを異にしている。例えば，本書は，明確にEthics　pays．
と述べ，利益獲得のためにも倫理的であることカ靖利であると指摘する。それに対して，
宗教学者たちの研究は，利益よりも，例えばキリスト教の倫理を重視する傾向にある。
　本書の特色である並行計画の構想は，かならずしも完全なものではない。例えば，企
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業目的アウトプットにおけるスティクホルダー間の価値観のコンクリクトをいかに処理
するかが提示されていない。また，各機能部門ごとの倫理意識の相違も充分には考慮さ
れていない。やはり，企業内の下位文化の多様性をできるかぎり取り入れる方向でモデ
ル構築をすべきだと思われる。
　しかし，本書は，種々の資料から，バラエティに富んだ具体例を示し，企業倫理と利
益が，水と油の関係でなく，調和できることを指摘している点において，価値ある研究
となっている。並行計画構想も，前述のような問題点があるとしても，これからの企業
倫理化の歩みの一里塚として，充分実現化されえるレベルにあるといえる。
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